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組織的 キ ャンプにお ける女子学生 の
自己概念変化 の要 因について
星 野 敏 男
1目 的
組織的なキャンプの効果に関す る研究は,す でに各方面からなされている。
青年期における組織的キ ャンプでは,キ ャンプ参加者が① 自然 との関係,.②他
人 との関係,③ 自己 との関係の 中で自己 をみつめ,そ れ を開発,拡 大 してい く
こ とを大 きな目的 としてい る。
近年,キ ャンプの教育的効果 を測るためのひとつの指標 として,本 人 が自分
自身 をいかに意識 しているかとい う,現 象的 自己,す なわち自己概念 が取 りあ
げられてい る。野外活動や運動への参加経験が自己概念の変化に影響 を与える
とい う報告は,結)(1971),罎)(1976),∫li詩)(1979)晶饗 習97亀 、979),・
(6)、
井村(1980),等の研究によってすでにい くつか報告されている。 しか し,自
己概念の変化がどの よう.な場面,状 況等に影響 を受けてい るのかとい う点では
未だ明確な結論が出されていない。
本研究は,こ れ らの研究をふ まえ,キ ャンプ経験に よる自己概念の変化,性
格特性 と自己概念の変化 との関係,キ ャンプを通 して 自己洞察がなされたと考
え られる者(高 自我関与群)と そ うでない者'(低自我関与群)・との 自己概念の
変化の関係 を明 らかに し,・さらにギ ャ,ジプ参加者の感想文 をもとに,,自己概念
の変化に及 ぼす要因をキ ャ・ンプ ピプログラムや ギ ヤンプ.・カウンセラーとの関
一一・59一
連か ら検討 しようとす るものである。
、II方 法
1.対象




$ヤ ンプ実習は,昭 和55年9月20～24日の4泊5日,長 野県戸隠高原 にある
組織的 キ ャンプを目的に作 られた キ ャンプ場で行 なわれた。キ ャン プ 参 加 者
は,1班8～10名 の計8班 に分 けられ,各 班 に大学教官あるいは,野 外教育 を
専攻す る大学院生がキ ャンプ ・カ ウンセラーとして指導にあた った。指導スダ
ッフは キ'ヤンプ ・カウンセラL8名 の他,本 部 スタ ッア5名 の計13名で構成 さ
ユ マ エ
れ た 。 ∵ 、'・ 一
図 ユ キ ャ ン プ ・プ ロ グ ラ ム











































各 自 で 選 択,・ 、』↓




キ ャンプ ・プログラムは図 ユに示 した通 りであるが,,プログラムの決定 にあ
たbて は キャシプ1日 目ほ参加者め不安や緊張感 を取 り除 くように12日 目は
班 の協力,連 帯感 が高 まるように,3日 目は 自己の能 力,1体力に挑戦 し,v'それ
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きるように と,そ れ ぞれ キ ギンプ全体の流れ を考 え,プ ログラムを決定 した。
&手 続 ・.
ω キ㌔ン瀧 験による記 齢 の変イヒを調叫 泣 に己 露)笛 隅
1916)の懐 し担 曙 念ろケ〔 但fDifferrnt三al;o〔今)(図2)担
い・実験群 にはき ヤン1プ2ヵ月前 ・..キャンプ直前{キ ヤ:ンプ 終 了直後,キ 雪シ
プ終 了1ヵ 月後 の計4回,統 制群 には,キ ャンプ12ヵ月前 とキ ャンプ終 了;・カ
月後め2回,そ れ ぞれ調査 した。i
ロ'キ:ヤンプ参加者の興 特嘩 睡 るため!こ・モ
(MPI)を 用 い キ、ヤ、ン プ直 前 に 調 査 し た 。
じ
コ し
㈲'キ ャ ンプ期間中の 自我関与の程度 をみるために,
就 寝前の20～30分間 を:利用 し,そ の 日1日 の活動 をふ り
た。その際,各 自の とった行動についてで きるだけ具体的にあげさせ元
斑 よ瓢な働 とつたのか・剖 こっ嘩:う 考え;た磯 頃 で`各
自に自己分析 を試みさせた・ また・手 ヤンプ終了:1ヵ月後 に 「キャンプ前の私
とキャンプ後の私」とい うテーマで作文 を課 したP
自我関与の程度の判定は中込等(1979)の行bた 方法の判定基準(図3)に
準 じ,それぞれの項目において∴見 られない二やや見 られ る二見 られ る,の3
段階lr分bi2ii-
i 聴々1点 ・2点 認 定 した・.評賭 噂 者を含む2鱈
評定の四つの観点について理解 を深めるよう充分協議 し:た後・それぞれ別々に
評定 し,2人 の合計点 を自我関与の得点 とした。 したがってキャンプ参加者1
「頑 φ蟻蜂
i㍉] .・ ・ +
キ.ヤ)グ期 間中毎夜,













判 定基 準一一 見 られない 一 や や見 られ る 見 られ る(
0点)(1点)(2点)・
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人の 自我関与の得点は最低0点 から最高16点となる。なお,2人 の評定者によ




長 島らの作製 した 自己概念 スケールは47項目か らで きてお り・それ らは・ 工
因子(向 性因子),皿 因子(情 緒安定性因子),皿 因子(強 靱性因子),IV因子
(誠実性 因子),V因 子(過 敏 性因子),、VI因子(理 知性因子)0)6つ の因子構
造か らな りた ってい る。こ こでは実験群の 自己概念の得点 を各因子 ご とに集計
し・4回 の測蹄 果について分散分析 をaik'・その変化につN'て横 議 行 っ
た。(表1～6)そ の結果,表3に 示す ように第 皿因子.(強靱性因子)に おいて
有意差 が認め られた。(F-3.871,P<0.05)また,こ の第五因子 におい て
はキ ャンプ直前一 キ ャンプ直後(tま2.55,P<0.05)『キ ャンプ直前一 キ ャン
プ終 了1カ 月後(t=2.28,P<O:05)に有意差が認め られ,キ ャンプ2ヵ 月
前一 キ ャンズ直前 には有意 な差が認め られない とい うこ とが明 らか とな った。
す なわち,強 靱性因子 における変化はキ ャンプに よるもので あるとい うこ己が
で きる。 これは キ ャンプ経験 によ って,弱 い→強い,臆 病 な→勇敢な,消 極的
表1分 散分析表 第1因 子(向 性因子)


















表3分 散分析 表"第 皿因子(強 靱性 因子)


































表4分 散分析表 第IV因子(誠 実性因子)
一 日 平方和 舳 度 ∴ 平扉 方 F

















表6分 散分析表 第VI因子(理 知性因子)











ましい方向!こ変化L・ それが1明 後1こ端 意に影響 し了いることを示しや'
る。各因子の中で強靱性の項目において変化がみられた原因についてはプログ
え
ラムの影響が大 きい と考え られ る。4泊5日 の あいだ,か まどの火 おこしをは
じめ として,食 事の準備や プログラムなどすべて 自分達の力で解決 していかな
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ければなぢない とい う生活を通 じ班員同志の連帯感や班意識が高ま'り,それが
キャンプに対する取 り組み方 を意欲的,積 極的な方向に変化 させ てい くととも
に,登 山などの苦 しい活動 を克服 した自信などが強靱性の向上をう'なが したも
↓





るかを検討 した。性格特性の検査には,モ ーズレイの性格検査(MPI)を 偉
　
用 した。モーズ レイ性格検査は外向性,内 向性 とい う向性 ・(E)を測定 す る頃
日と神経症傾 向(N)'を測定 す る項 目とか らで きてい る。
表7は実験群におけるキャが 前後の自己齢 の変化量の欄 枇 酷b
よび搬 症傾向との相関酪 因子ごとに示したものである.表の結果か寅 わ
か るとお り向性 お よび神経症傾向 と自己概念の変化量 には有意 な相関はみ られ
な か っ`た。す なわち,こ の キ ャンプにおいては,自 己概念に影響 を及ぼす要因
と して性格特性 をあげ るこ とはで きない と考 え られ る。 　 :
表7MPIに よる性格特性と自己概念の変化量との相関(r)一ー
一1向 性(E)五 一7gl神 経症 傾 向(N)・ 三79
τ
工 因 子 ¶
'r
=二 〇.132' r』0.147
五 因 子 r=0.216` r=三 〇.158
' 、
皿 因 子 r=0.056 τ=0.080
IV因 子 r=α1?4 r=-0.076
V因 子 r=0.225 r=,α084
w因 子 r=0.085 r=0、044 .
、
全 体 r戸=0.004 r=0.217
'
3.自 我関与 と自己概念の変化について'・ ・
ここでは)・先に述べた判定基準をもとに2人 の評定者で行bた 判 定 結 果 か
らい 自我関与が高い と評定 された者12名に評定得点12点以上,'とれを高自我関
一65一
与群 とよぶ),自我関与が低V)と評定 された者13名(評 定得点3点 以下,こ れ
を低 自我関与群 とよぶ)を 抽出 した。そ して両群における自己概念の変化量 の





















































その結果,第 工因子(向 性因子)に おいて5%水 準,第 皿因子(強 靱性 因1
子)に おいて1%水 準で それ ぞれ有意な差 が認 め られた。他のすべての因子に
おいても高 自我関与群の変化量が大であ り,こ の キ ャンプにおいては,自 己の
内面に深 くかかわつていた認 われる高E－献 賠 獅 方が,そ うでない低自我
関与群より自己概念の変化が大 きいとい うことが明らかとなった。
本研i駕は,キ ャンプの教育的効果を探 るためのひとつとしてキャンプ参加者
の自己概念を取 りあげ,その変化,性 格特性との関係等 を検討 してきた。自己
概念の変化では特に第皿因子において社会的に望 ましい方向への顕著な変化が
見 られいまた全体の自己概念の変化量を検討した結果,キ ャンプ生活中に深 く
自己とのかかわ りを持 ったと判定された者(高 自我関与群)の ほうが,そ うで
ない低自我関与群 より自己概念の変化量が大 きい とい うことが明ら か と な っ
た。
すでに述べたように,野 外活動や運動への参加経験の教育効果 を測るための
ひとつの方法として,参加者の自己概念を取 りあげその変化 を検討するとい う
一66一
方法がとられている。中込等はスキ・一実習中の体験過程 と自己概念の変化 とに
関 する研究報告の中で 「スキニ実習中の自己概念の変化では一貫 して高 自我関
与群において大 きな変化量 を見 ることができた。」 と述べている。 本研究の結
果において も高 自我関与群の方が低 自我関与群 より変化が大 きいとい う結果が
得 られた。 これは中込等の研究結果 を支持するものである。今回の研究結果は
キャンプ実習 を対象に行なった ものであるが,ス キー実習,キ ャンプ実習いず
れの場合 も同 じように高 自我関与群の自己概念の変化が大 きかったことを考え
ると,ス キー実習やキ ャンプ実習の指導に際 しては,こ れ らの活動体験 を通 し
て,よ り積極的に自己を見つめるような機会を作 り出してい く必要があると思
,われ る。,
4.感 想文 から見た高 自我関与群の 自己概念の変化 に及 ぼす要因につ いて
高 自我関与群の 自己概念の変化 が大で あ ったことはすでに述べ た。 す な わ
ち,高 自我関与群 の方が そ うで ない低 自我 関与群 よ りも自己概念の変化 が大 き
か った とい うこ とは,キ ャンプ期 間中積極 的に 自己 を見つめていた者 ほ ど自己
概念の変化 が大 きか った と言 うことがで きる。 それでは,高 自我関与群が積極
的 に 自己を見 つめ るきっかけ となった ものは何で あ ったの か,.ここでは これ ら
高 自我関与群 のキ ャンプ実 習期間中の毎夜 の感想文,お よび キ ャンプ終 了1カ
月後 の作文 をもとに キ ャンプ ・プ ログラム等 との関連か ら検討 を進め る。以下
に とりあげた 「 」内の文 章は,高 自我関与群12名の文章の一一部 を抜粋 した も
ので ある。文 章中に出て くるカウンセ ラー とは キ ャンプ ・カ ウンセラーの こと
で あ り,心 理学でい うカ ウンセラー とは多少異 ってい る。
〈初 日の感想文〉
「不 自由ですべ てが 日常生活 と違い,手 間がかか った。寒いので心配,肉
体労働 が多 くて疲れた。」「キ ャンプに来 るまでいやでいやで泣 き出 しそ うに
な ったけ ど,1日 目の夜 を迎 えた今,来 てよか った と思 う。」「来 るまでゆ う
うつだ ったが何 とかや ってい けそ うな気 がす る。つ くづ く自然の中にい るの
一67一
を感 じさせ られた。」 「キ ャンプ 三ア ァイヤーの火 を見 ていて,初 めて火 を見
た ような気 が した。」'「御飯 をたべてい る時暗 くな って しまいとて もさみ し く
.なったが,キ ャンプ ・フ ァイヤーで元気が出た。」「期待 と不安でい っぱいだ
ったが,カ ウンセラーや先生 の陰の力 を感 じ,今 はつら くて も後で笑 って思
い出せ.ると信 じがんば り・ます 。」「知 らない入ばか りで 自分が どう対応で きる
か少々不安だ ったが,み んな明るいので4泊5日 楽 し く過せ そ う な 気 が す
る。」
一 キ ャンプ実習第1日 めの この 日は,プ ログ ラムとしては開講式,オ リエ ンテ
ー シ ョン,設 営(テ ン ト,か まど,テ ー ブル),食 事,夜 の歓迎 キ ャンプ ・フ
ァイヤーが行なわれた。感想文 か ら判断す る限 りに おいては,話 をしたことの
ない仲間 とキ ャンプ場で4泊5日 を過す こ とに対す る参 加者の不安 や 緊 張 感
は,こ の 日の夜 までには殆ん ど取 り除 かれ てい ると思われ る。文章内には,初
日の せいか,自 分 が キ ャンプ場 に着 くまで不安 や心配に思 っていた こどに関す
る内容が多 く,ま だ 自己 を見 つめてい るよ うな内容の文章はみ あた らない。
<2.日めの感想文>i,
「今 日の オ リエ ンテー リングは本 当に楽 しか った』 これで班の団結がバ ッ,
チ リで きたb」「今 日はグループの人た ちが協 力 してや る行動 が とて も多 く,
友達 との友情 も深 まった と思 う。」「オ リエ ンテー リングは とて もつ らかった
が,い やな苦 しみのあ とには絶対いい ことがあ る。明 日もみん なで協 力 して
すば らしい1日 に しよ う。」「私は縁の下の 力持的存在だ と思 う。一番 つら く.
て大変だが大切な役割だ と思 う。」「今 日の ようにみんなが協 力 していけば こ
れ か らは もっとうま くい くと思 う。夜,み んなのいろんな話 を聞 けて とて も
.よか った。」「私の班のチームワー クの良さは,み んなが 『何 かす るこ と な
.い?」 と仕事 をさがそ うとする心か ら生 まれてい ることに気 づいた。」 「今 日
の オ リエ ンテー リ ングは最高 だ った。二人一人の協力が なか った らこの気持
は味わえなか った と1思う。(」
-68一
この 日の文章にあ らわれて くるオ リエ ンテー リングとは,我 々キ ャンプ ・ス
タッフが 冒険 オ リエ ンテー リングと名ずけた もので あり,地 図上の コースの各
ポイン トご とに,班 員同志の協 力がなければ絶対に達成で きない ような身体運
動 を伴 う課題 を10ケ所 程設定 した ものであ る。(例えば2m30cmくらいの高 さ
の壁 を全員が向こ う側に乗 り越 えること……最初の数人は全員の協力で容易に
乗 り越えることが で きるが最後 に残 った2人 又 は1人 をどうや ってそ の壁 を
越 させ るかで さまざまな工夫や協力体制があらわれ て くる。)こ の 日はこの 他
に も班の協 力,連 帯感等 を高め るような プログラムとして,班 対抗で アイデ ィ
アや味 を競い あ う食事 コ ンテス トや キャンプ祭 りなどの プログラムを組んだ。'
2日めの班員同志の協 力,連 帯感 を高め るとい う目標は,文 章内容か らある程
度達成で きた と考 え られ るが,こ の 日の文章では'r私は縁の下の力持的存在だ
と思 う～」 とい う文章があらわれて きてはい るものの全体 としては 自己 を見つ
めるような内容の文章は まだ見あた らない。
〈3已めの感想文〉"・ 、 ■
「つ らい登 りだ うたが後で後悔 した くない と思い 自分 に問いかけなが ら登
った。登 りきって今,本 当に よか った と思 う。精神的にひとまわ り強 くな っ
た ような気がす る。」「途中かな りつら くて,も うダメ,と 言いそ うにな った
けど,頂 上 まで登 りきれば きっと私 自身の心の 中に何 かが残 るような気が し
て,一 生 けんめいがんば った。登 りきって 自分に何が残 ったかわか らないけ
ど,今 まで ボケー と生活 して きた私に とって何 かちが う,r生 きて るな』 と
い う感 じが もてた一 日だ った。」「こん な高い山 を登 ったのは初め てで,と て
も苦 しか ったが満足 してい る。本 当によ く登 った と自分 自身 を尊 敬 し て い
る。」「大変な登 りだった。体 力に限界 を感 じていたが,や ればで きるとい う
自信がついた。」「登 りはつ らくて,何 度 もダメにな りそ うにな ったけど,班
の人 と声 を出 した り,助 けあ ってがんば って登れた。は じめて山登 り.の喜び
を感 じ,人 と人 とのふれあい を感 じた。」「登山の時,は じめは グチばか り口
に出 して しまった。 自分の感情 を表 に出さず,他 人のことを考 えて くれ る人
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を尊敬 して しま った。」「思いや りのあ る本 当の励 ましの言葉 をかけられ なか
'
った ことが とて も恥 か しい こ とだ と思 った。」 か'
この 日は,自 己の体力や能力に挑戦す るプログラムとしそ登山を実施 した。
=標高差は約700mで登 り約4時 間,下 り3時間である。登 りのペースはそれ ぞ
れ班員の体力やコシディ'ションに応 じて,班 担当のカウンセラーが 責 任 を持
ち,班 単位の全員登頂 を目標 とした。3～4時 間の時間 をかけて山に登 ったご
とがあるとい う経験のある者は参加者の中には殆んど見あたらず,文 章からも
この 日の登山が本人にどって相 当苦 しい ものであったことが うかがえる。こ の
日の文章には,苦 しい登山に打 ち勝つことがで きた自己の能力の発見や驚 き,
励 まして くれた友人への感謝の気持などが述べ られてお り,登 山という活動が
自己を見づめるひとつのきっかけとなったことが うかがえる。
〈4日 めの感想文〉
「4日間,苦 しい ことがあ ったけど,カ ウ ンセ ラーか ら私 に とつて も皆 に
と って も,価 値のある話 が聞けて私の心 の中にひ っかか っていたこ とが表面
に 出せて気持 よ くな った。 さわいで楽 しむ ことだけでな く,心 の奥 にまで ふ
れ て話 しあ う大切 さ,を教 え られ,自 分で 学べ た。 この キ ャンプに,そ して カ
ウンセラーに感謝 したい 。」「私 はいつ も自分 に対 して素直 になれ ず困 ってい
た が,'カウンセラーの話 を聞い て 自分の 心 を素直に話すこ とがで きた。 この
経 験 を自分の改善に役立 てたい と思 う。」「こ うい う自然の 中にい ると誰にで
も自分の心 を開 くこ とがで きる。今の社会 は 自分だ けが良 ければいい とい う
人 が多いので こ う、'・う機会 を持 って心 を開 き話 しあ うこ とは とて も大切なこ
とだ と思 った。」「この キ ャンプで私の知 らなか った一画,・友達 の知 らなか っ
た一面 をみ ることがで きました。今の私 に足 りない ことは;が まん;と 思い
やり,だ とい うことがわか りました。」「今 まで わか ってい た と思 う点 をあ ら
・ためて 自覚 させ られ ま した。',少し 内面 が豊かに な ったような 気 が します。」
・・「この キ ャンプでは毎 日毎 日反省 させ られ る点 が多い。 なん とダメな人間 だ
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ろ う。 イヤなことをさけ'ようとしてい る自分が恥 か しい。明 日こそはと思 っ
・て も実行が伴なわない私,'でも,ほ んの少 しだ けど変 って きた よ う に 思 え
る。」「今 までのキ ャシ プを通 して何か変 った けど,自 分が良 くな ったとは思
え ません,キ ャンプで 自分の イヤな面,醜 い面 をいや とい うほ ど 知 り、ま し
た。私は都会の中で 自分 がどん どん純粋 さを忘れて汚 な くな ってい くのが イ
ヤです。」い ろんなごどで強 が りを言 っていたけ ど自分がエゴイス トであるこ
とに気づ きました。.『もう逃 げるのはやめ ようと思い ます。 そう'思う勇気がで
ました。」
この 日の活動 は,ス タジフや キャンプ ・カ、ウンセラー一人一人が主催す るプ
ログラムに,.それぞれ キ ャシプ参加 者が自分で選択 し参加す る 「お好み活動」
と4日 間の最後の まとめで ある夜の キ ャンプ ・ラ ァイヤーが行なわれた。、お好
み活動 は草木染 め,ス ケ ッチ,草 花観察,'野烏観察 など,'自然 とのかかわ りあ
いの 中で 自分 を見つめ られ るよ うなゆ った りとした,静 的な活動 が 多 い。'ま
た,キ ャンプ ・ファイヤー終 了後は,そ れ ぞれの班の テ ン トで キ ャンプ ・カ ウ
ンセ ラ」 を交 え,ギ ャンプ中考 えたこ と,自 分 自身の反省な どについて充分話
し合 えるような場 を設定 したひ この 日の感想文 たほ 自分に問い かけた り,自 己
を見 つめた内容の文章が多 く,高 い 自我関与がな されてい ることがわかる;ま
た,こ れ らの 自我関与には キ ャンプ ・カ ウンセ ラーの影響が大 きい とい うこ と
も文章の中か らうかが うことがで きる。
〈1カ月後の感想文〉、…
「た った5日 間のキャンプで したが得 るものは大 きか った と思い ます。'オ
リエ ンテー リングではみんなの協 力がなければ絶対 に不可能だとい うこ とを
体で感 じさせ られ,登 山では,私 に もまだ根性 と体 力が しっか りあ ることを
確 認で きました。班の仲間やカ ウンセ ラーとの話 しあいのなかか ら,自 分の
性 格や程度 をも う一一度見つめなおす ことがで き,も っと積極的に友達 を作 ろ
.うと思
った り,も っとユーモアの ある人 間にな りたい と思い ましたδ学校が
一71一
始 まってか ら私 は常に 自分について考えるようにな りま.した。」Tカ ウンセ ラ
ーたちから多 くのことを学 びま した。一人 一人の㌔生 けんめいの姿 をすご く
美 し く思 うようにな りました。」「私は以前 から人 と人 の間には 目に見 えない
壁が あ り,そ の隔た りで文明社会 が成 立 している と思 うていたが,キ ャンプ
で必ず しもそ うではない とい うことがわか った。 目に見 えない壁を突 き破 る
には,素 直さ と信頼 を持 って相手に接 っしていかねばならない とい うこ とが
わ かった。」「今 まで妥協す るこ とに慣れて'しま ってい たが,'登山 を終 ってか
ら,苦 しくてつらい ことで もやればで きるとい うことがわか った。山登 りの
よ うに一歩一歩着実に前進 してい けば今 まで とは違 った生活 を送 ることがで
きると思 った。」「班の中には明るい入,積 極 的な人,.リ三 ドす る人 な ど,そ
れ ぞれ 自分にはないすば らしい面 を持 ってい る人が沢山いて,私 もこ うい う
、人 た ちのいい ところ を取 り入れ,自 分 を改善 してい かなければな らないヒ痛
感 した。特 にカウンセ ラーには,い ろんな有益 な話 をしても らい感 謝 してい
る6」r':,一
この文章は,キ ャンプ終 了1ヵ 月後 に 「キ ャンプ前の私 とキ ャンプ後の私」
とい うテーマで キ ャンプ参加者に課 した作文 か らの抜粋で ある。 ここで もキ ャ
ンプ中,自 己 を見つめ るきっかけとな った もの と して,.登山,キ ャンプ ・カ ウ
ンセ ラー をあげてい ることがわか る。
以上が キャンプの第1日 めか ら第4日 め まで,そ れ と1ヵ 月後の高 自我関与
群の文 章であ る。これ ら高 自我関与群の文章 内容の共通点 としては,キ ャンプ期
間iiiHを追 うごとに自己を見 つめ る内容の文 章が増 えてい ったこと,特 に登山
やキ ャンプ ・カウンセラーとのかかわ りあいの 中か ら自己 を見つめる機会 を持
った とい うことがあげ られ る。
(9)
西平(1964)は集団の 中で 自己 を分析す る方法 として,(1}他人の前で 自分に
ついて発言す る・{2溌言 してい る自分 自身 を見つめ る,〔3他人がそれ ぞれ 自己
をど うとらえ,同 時に 「私」 をどう見 てい るかを知 る,な どのいわゆる バズ ・
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:tッシ 』ンを取 りあげている。4固 めの夜は キャンプ生活最後の夜で もあ り,
キ ャンプ ・フ ァイヤー終 了後の話 しあいは,お 互い がお互いの心 を割 うて話 し
合 うとい う,バ ズ ・セ ッション的 な話 しあい を持 つことので きる絶好θ)機会 で
もある。 しかし,バ ズ ・セ ッシ ョン的な話 しあい をするためには班員一人]人
の 聞にそれ を受 け入れ るための心の準備が必要である。 この ような受 け入れ態
勢,雰 囲気 を作 り出 して い'くためには,登 山の ように 自己の能 力へ挑戦す るよ
うなキ ャンプ ・プログラムの影響 ももちろん大 きい と考え られ るが最 も大 きな
影響 を与 える役割 をにな ってい るのはやは りキ ャンプ ・カ ウ ン虚 ラー で あ ろ
う。 カ ウンセ ラーに よっては,班 員一人工人 の内面に触れ ることな く話 しあい
を進 めてい く場合 も考 えられ るし,ま た逆に,登 山の後に その 日の苦 しさをの
り シ
りこえた自分 とい うものを考えさせるような機会 を積極的に作 り出してい くこ
とも考えられ る。今回,感 想文の評定結果から,、自我関与が高いと評定 された
者が2～3の 班にかたよる傾向が見 られたのはこの ような理 由{こよるものと考
.えられ る。 ・.,:・ 一
すで に述べ た ように,本 研究におけるキ ャンプ ・カ.ウツ セ ラーは心理学でい
うカウンセラーとは異 ってい る。、しか し,キ ャンプ ・カ ウンセラーは単 にキ ャ
ンプ生活での生活技術や知識 を指導す るだけでな ぐ,キ ャンプ参加者 とお互い
に心 を割 って話 しあい,助 言,指 導 し,そ うして築 きあげ た信 頼 関係 を通 し
て,キ ャンプ生活の中で あらわれて くる参 加者の さまざ ま な問題 を と もに考
え,解 決 してい くこ とを要求 され るものである。 その意味では,心 理学におけ
るカ ウンセラー と共通 部分が多い とい える。 、
キ ャンプ ・カウンセラ「の 葦質や,キ ャンプ ・カウンセ リングに関 しては さ
まざまな見解が述べ られてい るが,今 回,評 定の結果 か ら,高 自我関与群が特
定の班にかた よ っていたこと,ま た,そ の班の カ ウンセラーは積極的に班員 と
心 を割 って話 しあい,い ずれ もキ ャンプ最終 日の夜の話 しあいはバズ ・セッシ
ョン的な方法で話 しあい をすすめてい った とい うことは,今 後の キ ャンプ ・カ
ウぞセ ラーのあ り方 を考える上でのひ とつの示 唆を与 える もの と考え られ る。
教育の 中で キ ャンプをとりあげる場合,自 然環境や 日数 との関係で必然的に
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プログ ラ司 ホ限 られた ものになって くるが,組 織的 キ ャンプの 目的が 自己の開
発,拡 大で あるごとか らも♪,これ らの プ ログ ラムを考 える場合,単 な るプログ
ラムとしての登山や形 だけの キ ャンプ1カ ウンセラーではな く,キ ャンプ全体
の流れの中で それぞれの プログラムが持つ意 義,ま た その プ ログラムがキ ャン
プ参加者に与え る影響や役割,教 育的効果 とい ったも の を充分検討 してい く必
要が あると思われ る。特 に青年期の女子学生,生 徒 を対象 とす るキ ャ三ンプにお
いては,単 なる楽 しさの追求や生活技術,知 識の指導に終わ るのではなく,仲
間 との会話や活動 プ ログラムを通 じて,自 己 を見つめてい くこ とがで きるよう
ごな プ ロ、グラムや話 しあいの場 を積極的に与えてい く必要があ ると思われるO
ti.pJ、p、 ・.・lv要 約 一一..1、1-'
J..女子学生 を対象 とした4泊5日 の キ ャンプたおいて,,キャンプ参加者の 自己
概念の変化 を中心に検討 をすす め,次 の ような結果 を得た6'1
(1}長島等の作製 した自己概念 スケール(Self-DifferentialFormA)を用
い,'キャンプ実習前後計4回 調査 を実施 し,1?"の変化 を検討 しだ。'その 結果,
第 皿因子であ る強靱性因子においてキ]?・ンプ前後の有意差が認め られ た(P<
0.05)また,キ ャシプ直前一 キャンプ終 了1ヵ 月後 に もそれ ぞれ5%水 準で有
意差が認 あられ,キ ャンプ終 了1ヵ 月後に む有意に影響 してい るとい うことが
明・らか とな った。
{2}モー ズ レイの性格 検 査 を用い,自 己概念の変化 との関係 を検 討 し た 結
果,向 性,神 経 症傾向 と自己概念の変化量 との あい だには有意な相関は得 られ
なか った。すなわち,こ の キ ャンプにおいては,自 己概念の変化に及ぼす要因
として性格特性 をあげることはで きない と考 え られ る。
{3)キャンプ中の毎夜 の感想文 とキ ャンプ終 了1ヵ 月後の作文 を も と に し
て,実 験群 を積極的に 自己洞察がなされた と考 えられ る高 自我関与群 どそれの
み られ ない低 自我関与群 とに分 け,自 我関与の程度 と自己概念の変化 とあ関係
をみ た。、ζの結果有意な差 が見 られたの は第 工因子(向性 因子't=2・458;P
<0・e5)・・第 五因子(強 靱性 因子t,-3・302,P<0・01)であ ったが・他のす
.一一.'、7
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べての因子におい て も,高 自我関与群の変化量 が大で あ;D'た。
ぎ い
コ ロ く
{4}自己鯨 の変化の麺 をさぐるtgt・・高自鏑 剛 晦 ⑭ 願 文と1
ヵ月後の作文 とを検討 した。 その結果,自 己概念の変化 に影響 を及ぼ した と考
えられ る内容の文章が特に3日 めの登 山,4日 めの キ ャンプ ・カウンセ ラー と
ρ乱 あ嘩 脚 て多く拘 れた・ま頑 綱 与の高かっ績 醐 では・い
ず れ も キ ャ ンプ ・カ ウ ン・ゼ ラ ー が 中 心 とな って バ ズ1■セ ッ シ ョ ン的 な 話 し あい が
融 ていだごと糊rか とぽ ・こPらのことから注 キャシ、ラにおいて
は・女子学生の自己概念の変化に及ぼす要因のひと?と,して・登山 や キ ャ ン
プ ・カ ウンセ ラーをあげ ることがで き,特 にキ ャンプ ・カウンセ ラーに よるキ
ャンプ参加者へ の働 きかけが 自己概念の変化に大 きな影響 を及ぼす もの と考 え
られ る。
現在,教 育場面では,さ まざまな キャンプ実習が行なわれてい る。教育的組
織 キ ャンプの 目的が 自己の開発,拡 大にあ り,また,本研究の結果か ら,高 自我
関与群の 自己概念の変化 が大で あった ことを考 え ると,キ ャンプにおいて,自
己をみつめ るような機会 を積極 的に与える必要が あると思われ る。 また,そ の
ためには,キ ャンプ ・プログ ラムや,キ ャンプ ・カウンセ ラー を考える場合,
キ ャンプ全体の流れの 中で,そ れ ぞれがキ ャンプ参加者に与 える影響や役割,
教育効果 とい った もの を充分検討 してい く必要 があると思 われ る。
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